
平成25年6月21日 現在

対談
市町名

対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

1 度会町
対談項目１ 道の駅
構想について

右折レーンを作っていただいてありがたい
が、（道の駅に）大型車を入れたいので、側
道を上手く利用してもうひとつ右折レーンの
設置をお願いしたい。
また、町道から南伊勢大橋に出る箇所につい
ても右折レーンの設置をお願いしたい。
道の駅の予定地は、５ｍほど嵩上げするの
で、県で残土があればお願いしたい。

開発行為とか右折レーンのこととか個別に具
体的なことについて、県土整備部や伊勢建設
事務所と引き続き相談してください。なるべ
く前向きな支援をさせていただきたいと思っ
ています。
また、改修整備をおこなったところをまた改
修することについては、これからよく詰めて
いかなければならないと思っています。
整備については、国のいろいろな交付金を活
用しながら財政的な面が上手くいけばと思っ
ています。

平成２５年度「県と市町の地域づくり連携・協働協議会」（地域会議）「１対１対談」 の主な発言内容
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2 度会町
対談項目１ 道の駅
構想について

飲食関係では、国の「道の駅」の機能を
果たすことに加え１０年、２０年先を見
据えた「道の駅」を考えていかないと生
き残れない。地元の人の出品の場を作っ
てあげたい。指定管理者の制度を活用し
て黒字を目指していきたい。
国の要件がそろうような努力をするので
国や県の財政的支援を仰ぎたい。
国の交付金の手続きとか入り方につい
て、窓口を作っていただいたので県の知
恵を借りながらご支援ご協力をお願いし
たい。

県も応援させていただきますが、国の交
付金としては農林水産省の『農山漁村活
性化プロジェクト支援交付金』の活用が
考えられます。
この交付金は、「地域間交流拠点」とし
て農林水産物の加工施設や販売促進施設
（販売・貯蔵・食材提供用）などのハー
ド整備だけでなく、交流施設の入り込み
を確保するための方策の検討、地域産品
のマーケティング活動など、ハード事業
を効果的に実施するために必要な企画・
調整・調査等のソフト事業を実施するこ
とが可能です。交付金を活用される際
は、計画等策定にあたっての助言等をさ
せていただきたいと考えております。
また、県産材を活用した公共施設の木造
木質化を進めていただけるケースである
ならば、来年４月から導入される「みえ
森と緑の県民税」の市町交付金の対象に
含まれるので、それを使っていただくの
も一案かと思います。
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3 度会町
対談項目１ 道の駅
構想について

南部地域活性化基金に、「道の駅」の基
本構想計画を入れていただいたのはあり
がたい。

南部地域活性化基金を利用した事業で、
度会町・玉城町・南伊勢町の３町でサ
ニーロードを活用して誘客促進を図って
いこうという事業を組み立てていただき
ました。サニーロードは、広域周遊をし
てもらう上で重要な道路です。このサ
ニーロード沿いに誘客ポイントを整備し
ていただくことは、南部地域全体の活性
化につながるものと期待しています。
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